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今
年
度
の
大
み
か
学
区
内

の
敬
老
会
招
待
対
象
者
は
、

四
七
二
名
で
し
た
。
代
理
参

加
者
含
め
三
〇
四
名
の
出

席
者
を
お
招
き
し
、
大
み
か

学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
・ 

                     

      

村
山
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
米

寿
を
迎
え
ら
れ
た
二
十
九
名
を

代
表
し
、
赤
津
義
男
様
に
褒
章

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
日
立
市
議
会
議
員

石
井
仁
志
氏
、
大
み
か
小
学

校
・
村
田
浩
子
校
長
先
生
、
泉

丘
中
学
校
・
濱
村
幹
雄
校
長

先
生
、
市
関
係
来
賓
者
の
ご
挨

拶
を
戴
き
ま
し
た
。 

       

『
泉
丘
中
学
校
・
濱
村
幹
雄 

校
長
先
生
の
ご
挨
拶
』 

大
み
か
地
区
敬
老
会
の
開

催
、
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
、
生
徒
十
二
名
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
実
習
を
通
じ
、
貴
重

な
体
験
と
出
会
い
が
得
ら
れ
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

私
は
、
中
学
教
育
の
学
び
は
、

知
識
・
感
性
・
常
識
と
健
全
な

体
の
成
長
と
考
え
ま
す
。 


 

挨
拶
が
出
来
る 


 

助
け
合
い
が
出
来
る 


 

感
謝
の
心
が
あ
る 


 

活
動
が
出
来
る 

こ
れ
ら
は
、
家
庭
内
教
育
で
育

て
ら
れ
る
も
の
で
す
。
会
場
の
皆

様
、
良
い
お
手
本
に
な
ら
れ
る
よ

う
、
元
気
な
お
姿
で
の
活
躍
を
期

待
し
ま
す
。 

           

気
が
つ
け
ば
…
八
十
歳 

 

招
待
者
代
表 

江
尻
芳
枝
さ
ん 

 

人
生 

下
り
坂 

最
高
！ 

 
 

 

昨
日 

出
来
た
こ
と
が 

今
日
は 

出
来
な
い 

こ
れ
は
歳
を
と
る
と 

 

あ
た
り
ま
え
！ 

ゆ
る
り
と
下
る
坂
道 

何
時
ま
で
も
女
を
忘
れ
ず 

 

     

         

オ
シ
ャ
レ
が
肝
心 

大
き
な
声
で
は
き
だ
せ 

た
め
る
な 

ゴ
ミ
と
グ
チ 

た
め
る
な
ら 

絆
と
お
金 

上
手
な
ご
近
所
お
付
き
合
い 

歳
を
重
ね
る
こ
と
に
た
め

ら
い
は
感
じ
ま
せ
ん
。 

し
と
や
か
な
乙
女
心
と
強

い
体
を
授
け
て
く
れ
た
両
親
に

感
謝
で
す
。 

何
時
の
間
に
か
戦
中
・
戦
後

を
誇
れ
る
数
少
な
い
歳
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
ね
。 

子
供
達
の
成
長
に
夢
を
馳

せ
、
頑
張
っ
て
く
れ
た
両
親
の

歳
も
超
え
ま
し
た
。
人
生
下
り

坂
、
こ
ろ
ば
な
い
よ
う
に
歩
き

ま
す
。 

八十年の歩み 皆さんに話せる幸せ！ 

初
秋
の
九
月
十
七
日 

於 

大
み
か
小
体
育
館 

米
寿
褒
章
受
章
の
皆
様
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す 
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大みか社協だより                    （２） 

           

「
昭
和
十
一
年
ベ
ル
リ
ン
五

輪
に
水
木
出
身
の
遠
山
さ
ん
の

出
場
が
決
ま
り
、
競
技
種
目
は

機
械
体
操
で
し
た
。
」 

「
当
時
私
は
、
小
学
四
年
生

で
学
校
中
が
遠
山
さ
ん
に
憧
れ

て
、
鉄
棒
・
跳
び
箱
・
平
行
台
…

夢
中
で
、
選
手
気
分
で
や
り
ま

し
た
ね
。
」 

「
や
っ
と
尻
上
が
り
が
出
来

て
、
上
級
生
の
大
車
輪
を
見
る

と
サ
ー
カ
ス
の
人
か
と
思
う
ほ

ど
上
手
に
見
え
ま
し
た
。
」 

 

「
五
輪
の
内
容
な
ど
想
像
も

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
」 

       

          

 
遠
山
さ
ん
は
、
水
木
町
の
農

家
で
、
七
人
兄
弟
の
末
っ
子
と

し
て
生
ま
れ
た
。
ベ
ル
リ
ン
五
輪

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。 

昭
和
二
十
六
年
に
は
ラ
ジ
オ
体

操
の
原
案
作
成
委
員
と
な
り
、

「
日
本
人
の
体
力
は
、
他
国
と

比
べ
る
と
二
〇
年
遅
れ
て
い
る
。

体
力
作
り
の
き
っ
か
け
が
必
要

で
あ
る
。
」
と
体
操
を
作
る
。 

遠
山
さ
ん
が
考
え
た
「誰
も
が 

簡
単
に
出
来
る
体
操
」
は
、
世

代
を
超
え
て
現
代
に
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。 

        

  

今
後
三
〇
年
年
間
の
地
震

発
生
率
を
示
す
「全
国
地
震
予

想
図
」
の
最
新
版
が
公
表
さ
れ

た
。 

 

他
地
域
よ
り
も
発
生
率
が
低

い
と
さ
れ
て
い
た
熊
本
を
襲
っ

た
大
き
な
揺
れ
は
、
地
震
は
ど

こ
で
も
起
き
る
と
い
う
現
実
を

改
め
て
突
き
つ
け
ら
れ
た
。 

 

「
た
と
え
０
％
で
あ
っ
て
も
発

生
率
が
低
い
と
は
言
え
な
い
と

特
に
今
は
思
う
。
」 

 

数
値
は
ど
う
で
あ
れ
、
防
災

対
策
は
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

                

                     

「震
災
」と
い
う
文
字
は
、
「震
」

「
災

」
に
分

け

ら

れ

る

。  
 
 

「
震
」
は
地
球
の
営
み
で
、
人
に

は
避
け
よ
う
も
な
い
。 

け
れ
ど
も
「災
」な
ら
人
の
力

で
減
ら
す
こ
と
が
出
来
る
。 

県
・
市
主
催
の
「
防
災
訓
練
」
も

あ
る
が
、
地
域
住
民
参
加
型
の

防
災
訓
練
こ
そ
「
減
災
」
を
よ

り
効
果
的
に
発
揮
で
き
る
訓
練

と
思
い
ま
す
。 

 

        
 

バ
ケ
ツ
に
よ
る
消
火 


 

消
火
器
の
取
り
扱
い 


 

初
期
応
急
手
当 


 

緊
急
電
話
の
か
け
か
た 

訓
練
目
的
は
、
減
災
技
術
の
習

得
も
重
要
で
す
が
、
大
き
な 

声
で
手
渡
す
バ
ケ
ツ
「
ハ
イ
！
」

心
と
心
を
結
ぶ
リ
レ
ー
で
す
。

夢
つ
な
ぐ
、
減
災
訓
練
で
し

た
。 

               

低
リ
ス
ク
と
思
っ
て
い
た
熊
本
で
地
震
発
生
す
る
！ 

多
く
の
リ
オ
五
輪
出
場
選
手
が
郷
土
に
帰
り
、
凱
旋
の
栄
誉
を
受
け
て
い

ま
す
が
、
日
立
市
水
木
地
区
か
ら
も
五
輪
出
場
を
果
た
し
た
人
が
か
つ
て
お

り
ま
し
た
。
五
輪
出
場
が
決
ま
っ
た
当
時
尋
常
小
学
校
四
年
生
だ
っ
た
鈴
木

さ
ん
が
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

鈴木進さん ９０歳 

訓
練
で 

 
 

減
災
の
備
え 

 
 

地
域
を
守
る 

六
月
二
十
六
日
（
日
） 

大
み
か
地
区
避
難
訓
練 

於 

大
み
か
小
グ
ラ
ン
ド 効果的な初期消火法 手渡しバケツ 

フォークダンスとは違います。 

参加者の真剣なまなざ

し 

ラジオ体操考案者も 

“遠山喜一郎”さん 

訓
練
で 

減
災
の
備
え 

地
域
を
守
る 



 

 

大みか社協だより                     （３） 

         

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 」 

   

                                 

   

「や
め
ま
し
ょ
う 

歩
き
ス
マ
ホ
」 

 

歩
き
な
が
ら
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
操
作
す
る
「
歩
き
ス

マ
ホ
」
を
、
駅
構
内
で
使
用

し
な
い
よ
う
、
全
国
の
鉄
道

関
係
業
者
が
⒒
月
１
日
か
ら
、

各
地
で
一
斉
に
啓
蒙
活
動
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
始
め
た
。 

 

最
近
、
バ
ス
・
鉄
道
で
運
転
中

の
「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」
の
報
道
で

驚
く
と
と
も
に
、
「
ス
マ
ホ
依
存

症
」
行
為
が
ひ
ろ
ま
る
時
期
、

タ
イ
ム
リ
ー
な
啓
蒙
と
思
う
。 

 

大
み
か
の
街
か
ど
で
も
朝
夕

の
通
学
・
通
勤
で
の
「
歩
き
ス
マ

ホ
」風
景
も
珍
し
く
な
く
、
駅 

  

あ
な
た
の
飼
い
猫
が
近
所

の
悪
者
に
な
ら
な
い
よ
う
に

飼
い
主
は
、
き
ち
ん
と
し
た

管
理
が
必
要
で
す
。 

      

   

構
内
と
同
じ
危
険
が
潜
み
ま

す 

 

日
常
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の

出
来
な
い
道
路
で
は
、 

・狭
い
車
道
と
の
併
用 

・走
り
回
る
自
転
車
の
歩
道 

 

歩
行
に
お
び
え
る
高
齢
者
が

加
え
て
「
猪
突
猛
進
の
歩
き
ス

マ
ホ
」
の
加
速
増
加
が
予
想
さ

れ
ま
す
。 

弱
者
は
早
い
動
き
が
出
来

ま
せ
ん
、
衝
突
・
転
倒
の
思
わ

ぬ
事
故
に
繋
が
り
ま
す
… 

共
有
し
て
こ
そ
公
共
で
す
。 

 

貴
方
の
公
共
物
で
は
な
い
。 

 
 
 

視
野
を
広
げ 

 
 

周
り
を
見
よ
う
！ 

         

築
き
上
げ
た
、
お
付
き
合
い

が
、
チ
ョ
ッ
ト
し
た
気
づ
か
い
の

緩
み
か
ら
崩
れ
る
の
は
、
ニ
ャ
ン

と
も
つ
ら
い
で
す
。 

 

『
大
み
か
地
区
福
祉
功
労
者

顕
彰
を
受
け
る
』 

平
成
二
十
八
年
度
日
立
市

社
会
福
祉
協
議
会
主
催 

「
ふ
く
し
の
つ
ど
い
」（
十
一
月

九
日 

於 

十
王
ホ
ー
ル
）
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

私
達
一
人
ひ
と
り
が
、
自
分

た
ち
が
暮
ら
す
地
域
に
必
要

な
こ
と
を
「
出
来
る
範
囲
で
、
で

き
る
時
に
」
そ
の
輪
を
広
げ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
大
み
か
学

区
内
で
次
の
五
名
の
方
々
が
、

常
日
頃
の
福
祉
向
上
に
尽
力

さ
れ
た
ご
努
力
に
対
し
、
顕
彰

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

民
生
委
員
・児
童
委
員
功
労
者 

白
石 

哲
夫
さ
ん 

宮
本 

信
行
さ
ん 

社
会
福
祉
活
動
協
力
援
助
者 

鈴
木 

君
子
さ
ん 

小
野 

京
子
さ
ん 

市
社
協
活
動
へ
の
個
人
寄
付
者 

鈴
木 

豊
男
さ
ん 

年
末
に
な
る
と
、
国
・
県
か

ら
の
褒
賞
者
が
伝
え
ら
れ
ま

す
。 少

し
目
線
を
変
え
て
、
大
み

か
の
高
齢
者
・
小
学
生
が
選
ぶ

「
お
世
話
様
№
２
！
」
の
選
考

も
楽
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？ 

またやられた！ 

 

「
ノ
ラ
猫
の
一
分

い
ち
ぶ
ん

」 

自
己
満
足
で
エ
サ
を
与
え
ら
れ 

迷
惑
し
て
い
ま
す
。
猫
権
を
失
い 

ノ
ラ
猫
で
、
嫌
わ
れ
ネ
コ
で
す
。 

貴
方
の
勝
手
で
一
生
ノ
ラ 

あ
な
た
の
猫
が
ご
近
所
か
ら
好
か
れ
る
に
は
… 

鉄
道
各
社
「歩
き
ス
マ
ホ
駅
構
内
禁
止
」 

この野郎！ 

吾輩は、自由猫である！ 食住に不満はない 

老後を考え コロニーつくりを考えているのだ！ 

どうしたら 

いいのかなぁ～ 



 

大みか社協だより                     （４） 

                                  

      

明
治
二
九
年
、
水
戸
―
田
端

間
が
日
本
鉄
道
海
岸
線
（
常
磐

線
）
と
し
て
開
業
す
る
。
そ
の
後
、

常
磐
炭
田
の
石
炭
を
は
じ
め
、

日
立
鉱
山
や
日
立
製
作
所
の

人
員
・
物
資
な
ど
を
運
ぶ
ル
ー

ト
と
し
て
県
北
地
域
に
延
長
し

助
川
駅
・
下
孫
駅
開
業
。 

明
治
三
〇
年
二
月
に
「
大
甕
駅
」

が
開
業
す
る
運
び
と
な
る
。 

 

当
時
は
、
大
甕
の
地
名
は
存

在
せ
ず
、
水
木
と
久
慈
浜
の
境

界
地
域
で
あ
り
、
人
家
は
森
山

地
区
と
大
甕
神
社
付
近
に
点 

              

     

在
す
る
原
野
の
様
子
で
あ
っ
た

そ
う
で
す
。 

 

駅
舎
開
業
当
時
に
、
近
在
の

村
人
が
駅
利
用
に
係
る
こ
と
は

想
像
出
来
ま
せ
ん
。 

大
甕
駅
誕
生
と
共
に
、
駅
前

を
中
心
に
、
旅
籠
・
飯
屋
と
街

が
形
成
さ
れ
、
初
期
に
は
商
店

も
含
め
十
数
軒
の
大
甕
駅
の

様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。 

戦
後
間
も
な
く
商
店
・民
家

を
含
め
た
四
十
数
軒
の
街
図
で

は
現
在
の
一
割
で
す
。 

垣
間
見
た
大
甕
駅
の
歴
史 

              

よ
り
、
宿
場
で
も
な
い
大
甕
が

駅
の
存
在
で
大
き
く
変
貌
す

る
姿
が
見
え
て
き
ま
し
た
。 

明
治
三
〇
年 

日
本
鉄
道
海
岸
線 

大
甕
駅 

明
治
四
二
年 

路
線
名
「常
磐
線
》と
な
る 

昭
和
三
年 

常
磐
鉄
道
開
業 

昭
和
六
一
年 

二
代
目 

現
駅
舎
完
成 

 
 

                         

【編
集
後
記
】 

日
本
選
手
が
リ
オ
五
輪
で 

活
躍
の
報
道
が
踊
る
中
！ 

「Ｓ
ｅ
ｋо

ｉ
」（せ
こ
い
） 

「都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
」 

「レ
ガ
シ
ー
」 

都
庁
内
騒
動
で
や
た
ら
と
、

外
国
語
が
飛
び
交
う
。 

国
際
都
市
東
京
な
ら
で
は
の

言
語
文
化
か
も
知
れ
な
い
。 

大
み
か
の
街
で
暮
ら
せ
る
、
幸

を
感
じ
る
瞬
間
で
あ
る
。 

静
寂
は 

一
金
に
値
す
る 

朝
も
や
が
音
を
吸
取
る
こ
ろ 

ご
夫
婦
の
足
音
だ
け
が
伝
わ
る 

「パ
ー
ン 

 

パ
ー
ン
」 

振
り
か
え
る
と
、
ご
夫
婦
が
柏

手
を
う
ち
、
神
殿
に
向
き
合
う

姿
を
見
い
だ
す
。 

今
日
一
日
の
感
謝
？ 

「
大
切
な
忘
れ
物
」
を
想
い
起

こ
さ
せ
て
く
れ
る
、
得
難
い
早
朝

の
「御
宮
様
」前
で
し
た
。 広

報
部
記  

       

大
甕
駅
舎
工
事
は
、
平
成
三
十
一
年
度
完
成
計
画
で
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

地
下
構
造
の
駅
舎
と
、
東
西
出
入
り
口
を
結
ぶ
地
下
通
路
、
日
立
市
玄
関
に
相
応
し
い 

新
駅
舎
に
期
待
し
ま
す
。 

大甕 ヒストリー 

帰国前の大甕駅 

昭和３０年頃 大甕駅前広場での記念撮

木造の大甕

売店 

【福
祉
豆
辞
典
】  

 

～
認
知
症
高
齢
者
の
現
状
（平
成 

介
護
保
険
制
度
を
利
用
し
て
い
る
、
認
知
症
高
齢
者
は
、
約
二
百
八
十

万
人
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

認
知
症
と
は
、
「
脳
に
器
質
性
と
疾
患
が
あ
り
、
記
憶
や
言
語
な
ど
の
複
数

の
認
知
機
能
が
後
天
的
に
低
下
し
て
、
そ
れ
が
慢
性
的
に
持
続
し
、
社
会
生

活
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
。 

認
知
症
の
原
因
に
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
・
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
・
前
頭

側
頭
型
認
知
症
が
あ
り
ま
す
。 

認
知
症
の
主
な
症
状
に
は
、
記
憶
障
害
・
見
当
識
障
害
・
失
語
・
失
行
・
失

認
・
実
行
機
能
障
害
が
あ
り
ま
す
。 

行
動
・
心
理
症
状
に
は
、
幻
覚
・
妄
想
・
異
食
・
過
食
・
拒
絶
・
拒
否
・
抑
う

つ
・
せ
ん
妄
・
不
安
・
徘
徊
・多
動
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

 

二
十
二
年
）～ 

 
 

 
認
知
症
の
方
の
ケ
ア
ー
は
と
て
も
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
最

近
注
目
さ
れ
て
い
る
ケ
ア
ー
の
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の
考
案
者
イ
ヴ
・ジ
ネ
ス

ト
さ
ん
は
、
「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の
技
術
が
あ
れ
ば
、
本
人
が
望
ま
な
い
強

制
的
ケ
ア
を
、
無
く
す
こ
と
が
で
き
る
」と
語
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
「見
る
」「
話
す
」
「触
れ
る
」
「立
つ
」
が
基
本
と
い
っ

て
い
ま
す
。 

「
触
れ
る
」は
、
つ
か
む
の
で
は
な
く
、
本
人
の
動
こ
う
と
す
る
意
思
を

生
か
し
て
、
下
か
ら
支
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。  

<

次
号
に
つ
づ
く>

 

臨
床
心
理
士 

鈴
木 

豊
男
記 

 


